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Local Defensive Strategies against “Wildlife Damage to Crops” by Ari People: 
A Case of Human-Wildlife Confl ict in Mago National Park, 
Southwestern Ethiopia
Nishizaki Nobuko*
In many parts of Africa, crop-raiding by wild animals has given rise to a signifi cant 
confl ict between local communities and wildlife conservation activists.  The objective of 
this paper is to describe some of the defensive strategies adopted by the locals against 
the “damage” caused by wild animals from the perspective of historical interactions 
between local people and wildlife. This is achieved by analyzing the case of Mago 
National Park in southwestern Ethiopia.  Further, the study examines the transition of 
these strategies after the implementation of the wildlife conservation policy.  The results 
indicate that rodents, primates, and ungulates are the most serious causes of damage to 
agricultural crops, and that some carnivores create problems for livestock in K village, 
adjoining the National Park.  The following aspects were observed: two types of coping 
strategies implemented by the farmers; direct measures followed by each household 
to ward off wild animals, such as guarding the fi elds, chasing away any wild animals 
spotted in the fi elds, and snaring; and indirect measures, such as rituals, that were 
performed within the community.  While these coping strategies helped to reduce the 
damage, they also increased the tolerance level of the damage.  Prior to the establish-
ment of the Park, the Ari people had developed different forms of coping strategies by 
establishing a direct and concrete relationship with the wild animals.  However, when 
the government intensifi ed the regulation, the Ari people began to request damage 
compensation from wildlife personnel and local government offi cials who have the 




























































K 村はエチオピア高原南端，リフトバレーの西側の南部諸民族州（Southern Nations, 
Nationalities and Peoples Regional State）の中の南オモ郡（South Omo Zone），バコガゼル行
政区（Bako Gazer Warada）に位置している（図 1）．1994 年の統計によると，K 村には 352 
世帯，1,255 人が暮らす．民族構成について公的な記録は存在しないが，人々の説明によると






の地域からの移住者が 1 割弱を占めるという．アリの人口は約 11 万［Gebre 1995］とされ，
地域の植生は高度差によって変化する．標高約 1,300 m に位置する K 村は，アリが居住する








アリが居住する地域は，Baka, Kure, Shangama, Beya, Sida, Woba, Bargeda, Gayl, Argenk, 
Goza の 10 の独立した領域に分かれ，バビ（babi）と呼ばれる首長が政治，経済，宗教的な
権力をもち，それぞれの領域を支配していた．19 世紀末から 20 世紀初めにかけて，北部出
身の皇帝メネリク 2 世が，自然資源の豊かな南部地域の支配にのりだすと，北部から派遣さ
れてくる行政官が，アリの領域であるバコと呼ばれる地に要塞町を構え，周辺地域を統治し




 3) 現地における調査は，2001 年 2 月から 9 月，2002 年 9 月から 1 月の期間に実施した．
 4) エチオピアのこの当時の地方統治については宮脇・石原［2005］に詳しい．




いた帝政期（在位 1930 年～1974 年）も続き，その頃には，主としてアムハラ人からなる北












1991 年の革命によって新たに誕生した EPRDF （Ethiopian People’s Revolutionary 

























マゴ国立公園は，首都アジスアベバから約 750 km のところに位置している．全域の面積は 




発令された「野生動物保護に関する規制」（The Wildlife Conservation Order No. 65)，1972 
年の「野生動物保護規制」（Legal Notice No. 416），社会主義政権下の 1980 年に布告され
た「森林と野生動物の保全と開発に関する布告」（The Forest and Wildlife Conservation and 



































［田中 1990: 482］，「罠猟は一石二鳥を狙ったもの」［市川 1982: 80］などといわれ，野生動物
の被害から農作物を守るための罠猟が主体であるとされてきた．ところが，農耕をおもな生業
とするアリの人々は，積極的な狩猟と消極的な狩猟の両方をおこなってきた．狩猟に関連した











後，祖先の魂が眠る場所とされる aki genna8) に次回の狩猟の成功を祈る目的で捧げられる．
Manga は村近くの森林でもおこなわれるが，男達がより興奮して語るのはマゴ平原での狩
 7) 性別，推定年令，調査月日の順番で記す．


















は alben と astra と呼ばれるものであった．12) いずれも射程距離の長い，強力な銃で，一回の
銃撃でアフリカスイギュウを射止めることができた．首長は狩猟に成功したゴッジャムのハン
ターから金銭を徴収し，さらに彼らに対して一回の狩猟につき 1 頭のアフリカスイギュウし







 9) ゴッジャムとはエチオピア北西部の一地方名である．K 村の人々はこれらの人々を総称して「ゴッジャムのハ
ンター」と呼ぶが，狩猟を目的としてマゴ平原を訪れる人々がすべてゴッジャム地方出身であるかどうかは不
明である．
 10) 高地人やアリの狩猟について 6 人の男性に聞き取りをおこなった．対象者は S. T.（60 歳代，2001/07/03），首長
（70 歳代，2001/06/15），A. A.（70 歳代，2001/06/10），D. B.（60 歳代，2001/05/23），B. C.（70 歳代，2001/08/ 
12），G. H.（50 歳代，2001/06/08）である．
 11) アリ語に「ハンター」を示す語彙は見られない．K 村に狩猟を生業の中心としている人はなく，他の人から｢あ
いつはバラハ（乾燥地を示すアムハラ語で，この地域ではマゴ平原を示す言葉）のことを良く知っている｣とい
われる人は日常的に狩猟をおこなうハンターと同義である．

































































世帯の約 1 h のシコクビエ畑で，子どもが鳥類の見張り13) にかける時間を 1 週間計測したとこ
ろ，1 日平均 5 時間 45 分であった．大人が畑仕事中におこなう追い払いや夜間の見張りを考













（1）ヤマアラシ罠（gelsha kuza），（2）ヒヒ罠（gaai kuza），（3）ダイカー罠（anbi kuza）の足罠（duti 
kuza），（4）ダイカー罠（anbi kuza）の首罠（kolti kuza），（5）ダイカー罠（anbi kuza）の足罠（duti 
kuza）

















現在 K 村では穀物のゴドミ 2 人と鳥のゴドミ 1 人が儀礼をおこなう．村内の数ヵ所では年
に 2 回，Cordia africana の木の根元で収穫祭（dumu）がおこなわれ，ゴドミが人々の健康と
農作物の豊作を祈願する．
「事例」




























獣害に関する聞き取りの対象者 51 人中 39 人（76％）が，獣害はここ数年間で増加傾向に
あると回答した．被害が増加している原因としてあげられたのが，耕作地面積の増加である．













問題なのはヤマアラシとヒヒだ．これらの動物は Birchet や Algae からやって来る．（男／
50 歳代，2002/07/15）




















































































































































































本稿は平成 16 年に京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科に提出した博士論文の第 3 章を大
幅に加筆修正したものである．本稿のもとになった現地調査は，平成 14～15 年度科学研究費補助金（特
別研究員奨励費），および 21 世紀 COE プログラム「世界を先導する総合的地域研究拠点の形成」からの
助成を受けておこないました．査読者の方々をはじめ，本研究にご助言とご協力をいただいた方々に，深
くお礼申し上げます．
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